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[主張]　英國に抗議する[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


邦 (ほう)船 (せん)を、しかも帝 (てい)國 (こく)の近 (きん)海 (かい)に於 (お)いて不 (ふ)法 (ほう)臨 (りん)檢 (けん)したる英 (えい)艦 (かん)は今 (いま)尚 (なほ)帝 (てい)國 (こく)近 (きん)海 (かい)をうろついてゐる筈 (はず)である。この小 (こ)面 (づら)憎 (にく)き仕 (し)打 (うち)はしばらく靜 (しず)まりかへつてゐた我 (わが)國 (こく)民 (みん)上 (じやう)下 (げ)の對 (たい)英 (えい)憤激 (ふんげき)を煽 (あお)つた。
外 (ぐわい)、海 (かい)、陸 (りく)三 (さん)省 (しやう)當 (とう)局 (きよく)が逸 (いち)早 (はや)く協 (けふ)議 (ぎ)の上 (うえ)、強 (けう)硬 (かう)なる抗 (こう)議 (ぎ)を英 (えい)國 (こく)側 (がわ)に突 (つ)き付 (つ)けたことは當 (とう)然 (ぜん)であるが、思 (おも)ひ上 (あが)つた英國 (えいこく)が一片 (ぺん)の抗 (こう)議 (ぎ)位 (くらい)で縮 (ちぢ)み上 (あが)るとも思 (おも)はれぬ。その老 (ろう)獪 (くわい)驕 (けう)傲 (ごう)極 (きわ)まりなき頂 (てう)門 (もん)に鋭 (するど)い一針 (しん)をぐさと突 (つ)き込 (こ)み、ぎつくりと痛 (いた)さを知 (し)らさなければならない。
　暴 (ぼう)英 (えい)が、印 (いん)度 (ど)や支 (し)那 (な)を始 (はじ)め世 (せ)界 (かい)到 (いた)る處 (ところ)で犯 (おか)した人 (じん)道 (どう)的 (てき)、國 (こく)際 (さい)的 (てき)罪 (ざい)悪 (あく)は、日 (ひ)の入 (い)ることを知 (し)らぬと云 (い)はれるその領 (れう)土 (ど)よりも大 (おほ)きい筈 (はず)である。かゝる空 (そら)恐 (おそ)ろしき罪 (つみ)は、暴 (ぼう)英 (えい)自 (じ)身 (しん)の血 (ち)によつて贖 (あがな)はれざるを得 (え)ないであらう。過 (くわ)去 (こ)三年 (ねん)間 (かん)支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)を通 (つう)じて、示 (しめ)されたる英 (えい)の我 (わ)が帝國 (ていこく)に對 (たい)する敵性 (てきせい)だけでも、優 (いう)に應 (おう)懲 (てう)の鐡 (てつ)槌 (つい)を打 (う)ちおろすに足 (た)りる。公 (こう)々然 (ぜん)と我 (わ)が敵たる蔣政權 (せいけん)を援助 (えんじよ)してゐる英國 (えいこく)をば、何 (なに)が故 (ゆえ)に觸 (さは)るまい式 (しき)にしてゐるのか。支那 (しな)大陸 (たいりく)で流 (なが)したわが忠 (ちう)勇 (ゆう)の血 (ち)の一割 (わり)だけで優 (いう)に暴 (ぼう)戻 (れい)なる英 (えい)國 (こく)に物 (もの)を見 (み)せてやつた筈 (はず)ではないか。
　今 (いま)や英 (えい)國 (こく)の艦 (かん)隊 (たい)は海 (かい)賊 (ぞく)に成 (な)り下 (さが)つて居 (ゐ)る。ドイツと戦 (たたか)ふと稱 (せう)して、堂 (どう)々と正 (しやう)面 (めん)の敵 (てき)に刃 (は)向 (むか)ふことをせず、武 (ぶ)装 (そう)なき中 (ちう)立 (りつ)國 (こく)の船 (せん)舶 (ぱく)に對 (たい)してのみ暴 (ぼう)威 (い)を振 (ふる)つてゐるのが、海 (かい)賊 (ぞく)的 (てき)行 (こう)爲 (ゐ)でなくて何 (なん)であらう。わが照國 (てるくに)丸 (まる)も恐 (おそ)らくはかかる海 (かい)賊 (ぞく)的 (てき)卑 (ひ)劫の犠 (ぎ)牲 (せい)となつたものと思 (おも)はれる。
　アジア近 (きん)海 (かい)に遊 (ゆう)曳 (えい)する英 (えい)艦 (かん)を一掃 (そう)せよ。それが商 (せう)船 (せん)である場 (ば)合 (あひ)は蔣政 (せい)權 (けん)に物 (ぶつ)資 (し)を輸 (ゆ)送 (そう)するものであり、それが軍 (ぐん)艦 (かん)であれば、武 (ぶ)装 (そう)なき中 (ちう)立 (りつ)國 (こく)船 (せん)を覘 (ねら)ふ海賊 (かいぞく)である。ユニオンジヤツクが、日 (ひ)の丸 (まる)の前 (まへ)に、平 (ひら)に前 (ぜん)非 (ぴ)を悔 (く)い將 (しやう)來を誓 (ちか)はざる限 (かぎ)り、その一隻 (せき)の船影 (せんえい)をも、シンガポール以 (い)東 (とう)に止 (とゞ)まらざらしめよ。わが海軍力 (かいぐんりよく)は優 (いう)にこれを果 (はた)して餘 (あま)りある筈 (はず)である。
　英 (えい)の報 (ほう)復 (ふく)手 (しゆ)段 (だん)を恐 (おそ)るゝか。帝國 (ていこく)の使命 (しめい)は、英米 (えいべい)を指 (しどう)導勢 (せい)力 (りよく)とする世 (せ)界 (かい)の現 (げん)狀 (ぜう)を打 (だ)破 (は)することにある。この點 (てん)に於 (お)いて、獨 (どく)伊 (い)兩 (りやう)國 (こく)は我 (われ)と盟 (めい)友 (いう)なのだ。現 (げん)狀 (ぜう)の打 (だ)破 (は)は衝 (せう)突 (とつ)から□るものであつて、苟 (こう)安 (あん)妥 (だ)協 (けふ)から生 (う)まれて來 (く)るものではない。さればとて平地 (へいち)に波亂 (はらん)を起 (おこ)すことは、わが国 (こく)是 (ぜ)に悖 (もと)ることであるが、正義 (せいぎ)の劔 (けん)を翳 (かざ)して、不義 (ふぎ)を誅 (ちう)するは、亦 (また)われの魂なのである。照 (てる)國 (くに)丸 (まる)、浅 (あさ)間 (ま)丸 (まる)、これに蔣政 (せい)權 (けん)援 (えん)助 (じよ)その他 (た)を思 (おも)ひ合 (あは)せば、わが刃 (やいば)は正 (まさ)に鞘 (さや)を拂 (はら)はれる時 (とき)ではないか。かれは今 (いま)や崩 (くづ)れんとする老の□□であり、われは正 (まさ)に天 (てん)に□せんとする旭 (あさひ)の勢 (いきお)ひである。正 (せい)われにあり、勢 (いきお)ひまたわれにあり、斷 (だん)以 (もつ)て之 (これ)に臨 (のぞ)むべきであつて、□るまい、觸 (さは)るまいなど夢思 (ゆめおも)ふべきではない。
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